
48

第３章　 今、求められる力を高めるための体制づくり

第１節　体制整備の４つの視点と校長のリーダーシップ

質の高い豊かな学習活動を推進し、生徒の課題発見・解決能力、論理的思考力、コミュニケーショ

ン能力などを高めるためには、総合的な学習の時間に関する体制づくりが欠かせない。そして、その

土台となるのが、校長のリーダーシップである。

校長のリーダーシップの下、全教職員が学級、学年の枠を越えた、実践研究や意見交換等を実施し

ながら、適切な指導計画を作成することとなる。また、指導計画を作成する際も、実施する際も保護

者や地域住民などとの連携が必要となり、ここにも校長のリーダーシップが必要となる。

各学校が、適切な指導計画に基づき、生徒一人一人にとって、充実した総合的な学習の時間を実現

するためには、以下に記した４つの視点を視野に入た体制整備が重要となる。

体制整備のための4つの視点

校長のリーダーシップの下に進める校内組織の整備・活性化

総合的な学習の時間にかかわるビジョンの明確化と教師への共有

校内組織の整備
 ○ 生徒に対する指導体制

・生徒の学習集団に応じた指導体制の工夫
○ 実践を支える運営体制
・学習を円滑に推進する教師の適切な職務・
役割の分担と「校内推進委員会」の充実

・運営の中心となる「総合的な学習の時間
コーディネーター」

○ 校内研修等の充実

授業時数の確保と弾力的な運用
   ○ 年間授業時数の確保

○ 目的に応じた単位時間等の弾力化
・生徒の実態、指導内容のまとまり、学習活動等
を考慮して、効果的な単位時間・時間割を設定

○ １年間を見通した授業時数の運用
・各学校の創意工夫による年間指導計画等の編成
・活動の特質に応じ夏季などの長期休業日
の効果的な活用

学習環境の整備
 ○ 学習空間の確保

・多様な学習形態に対応し、掲示等による生徒の
学習への関心等を高揚できる学習空間の確保

○ 学校図書館の整備
・学校図書館の学習・情報センターとして
の機能の充実

○ 情報環境の整備
・PC 環境の充実と教師のICT 活用指導力の向上

外部との連携の構築
   ○ 地域の教育資源の積極的活用

・日常的な連携による協力的システムの構築
・地域連携を推進する組織の設定と教師の配置
・地域資源リストの充実と活用
○ 総合的な学習の時間の成果の伝達
・成果発表の場と機会の設定
・学校と家庭・地域との信頼関係の構築
○ 活性化に向けた生徒の地域貢献

機動的・効率的な校内組織の構築

協同的な教職員の関係の醸成

家庭・地域・関係機関との関係づくり

活動の様子・成果の外部への情報発信

特 色 ある教育課程の編成

教 師 の 指 導 力 等 の 向 上

幼稚園・小学校・高等学校等との連携

教 育 委 員 会 と の 予 算 折 衝

副校長
教頭

校長
主幹
主任

コーディ
ネーター
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第3章

第２節　組織整備の実践事例

各学校では、総合的な学習の時間の目標を達成できるように、全教職員が協力して全体計画及び年

間指導計画、単元計画などを作成し、互いの専門性や特性を発揮し合って実践していく校内推進体制

を整える必要がある。

この節では、生徒に対する指導体制や実践を支える運営体制と教師のカリキュラム開発能力等を高

めるための研究推進体制の主に２つの側面から、校内推進体制の実践事例を紹介する。

１．指導体制と運営体制の整備

（１）生徒に対する指導体制

総合的な学習の時間の授業は、各学校で定められた目標や内容により、学級担任が自学級を直接指

導するばかりではなく、学級枠を取り外して学習集団を組織し学年内の教師が指導を分担する指導体

制や、学年枠も外して学習集団を構成し全教師で指導を分担する指導体制などにより学習活動が行わ

れることがよく見られる。ここでは、それらの実践事例を紹介する。

事例①　学年教師が学級枠を外した学習集団を分担して指導した例 

Ａ校は大都市のベッドタウンにある１学年３学級の中規模校です。Ａ校は里山が近くにあるこ
とから、この里山の保全等をテーマとした環境学習を第１学年において、学級枠を外した課題別
学習集団により行いました。指導は学年教師を中心に地域人材を活用して推進しました。

　単元についての学年全体ガイダンス(体育館)
 ● 単元のねらい、学習課題例、学習活動例、スケ

ジュール
● 「地域の環境」について地域人材の講演を実施する。

● 図書室で課
題の選択の
ための調査

● PC 室で課
題の選択の
ための調査

● フィールドワーク
里山・地域探索
による課題発見

　個々の学習課題の選択のための活動（各場所）

学年会議1(総合コーディネーター参加)
 ● 単元のねらい、指導計画等の協議と共

通理解、それぞれの分担等を決定する。

学年会議2（総合コーディネーター参加）
 ● 生徒の選択した課題から 3 つのグループ

を編成し、各グループの担当を決定する。
● 今後の計画・分担等の確認をする。

課題意識をもたせる意図的な働きかけ 

● 学年教師 4人が図書室、PC室、フィー
ルドワーク引率を分担して行う。

● 担当教師は巡回指導を行う。

課題決定に向けた指導 (学級担任 )
 ● 学級担任が指導。担任教師は巡回指導する。

グループごとの探求活動を支援
 ● 担任がそれぞれ分担して効果的

な表現方法を指導する。

学年教師数以上の課題グループをつくる場
合などは、学年外の教師の協力を受ける。

発表会の運営
 ● 進行、ＰＣ準備、記録等の分担をする。

調べて分かったことを中間報告 (各学級 )
 ● 前時で調査した事項により課題選択と学習方法計

画案を作成しワークシートに記入し提出する。

　グループごとに成果の発表（体育館）
 ● グループごとに発表後、地域人材が講評を行う。

　個の論文の作成（各教室）
 ● 個人で自己の設定した課題についての論文を作成する。

● 里山保全方
法 探 求 グ
ループ

● 広域環境問
題 追 究 グ
ループ

● 社会構造と
の関連追及
グループ

　課題別グループによる研究の実施（各場所）

生 徒 の 学 習 活 動 学年教師の指導にかかわる動き

全

全

全

ク

全

学
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事例②　 全教師が学年枠を外した学習講座を協力して指導した例

《Ｂ中学校の概要》

●生徒数218人　●学級規模 各学年２学級　●教職員数14人　●学区域の特色　都市部住宅地

Ｂ中学校では、毎年、４月から５月初旬まで、
年間を通した研究活動を行うにあたっての基礎講
座を学年の枠を外し設定しています。
この基礎講座は、「研究概論講座」「情報収集活

用講座」「Ｂ中地域理解講座」の３講座です。い
ずれも「初級、中級、上級」の３つのコースに分
かれていて、生徒たちは学年に関係なくコース選
択を行うことができます。
各講座、コースの計画及び学習内容は、担当教

師が総合的な学習の時間の全体計画・各学年の年
間指導計画を踏まえ作成した後、全教師により意
見交換、調整がされています。
初級コースでは、前年度中に上級コースを終え

た第３学年生徒が指導をする場合もあります。

事例③　全教師が第１～３学年の縦割り班活動を協力して指導した例

《Ｃ中学校の概要》

●生徒数80人　●学級規模　各学年１学級　●教職員数12人　●学区域の特色　農山村部

Ｃ中学校は、小規模校で１学級あたりの生徒数
も少ないために、授業等で学び合う学習活動があ
まり深まらない傾向がありました。
そのような中、Ｃ中学校は、９月から 12 月の

４ヶ月間、第１学年から第３学年の縦割り班活動
により、「林業体験」を環境教育や地域貢献学習
と関連付けて実施することにしました。
学習は、第３学年をリーダーとして進めていき

ますが、追究する課題により、縦割り班の担当教
師を決めていきました。（例えば、環境教育との
関連で、酸性雨被害を研究するグループには理科
の教師を担当とし割り当てていきました。）
異年齢集団による学習を実施する上では、学年

ごとのねらい（評価規準）を明確にし、指導教師
がそのねらいに基づき指導・評価するよう留意し
ました。

縦割り班による学習の流れ

７月
８月

■全教師による指導計画等の共通理解
・総合的な学習の時間コーディネーター（以
下コーディネーター）を中心に単元のねら
い、内容、計画、指導体制等についての検
討、共通理解を全教員により行う。

９月

■全校生徒への説明会から縦割り班の編成
①全体説明会でコーディネーター等から単元
の学習内容、学年ごとのねらい等について
の説明を行う。

②学級で個々の生徒が山林にかかわって追究
したい内容等を考え、課題を設定する。

③縦割り班の編成を行う。( ②の内容を集約
し、全教師の会議で編成を検討する。)

④第３学年生徒を中心に研究主題等について
の検討を行う。全教師が編成された班の担
当となり支援、指導、助言を行う。

10 月 ■縦割り班ごとの探究的な学習の推進

11 月 ■縦割り班ごとの林業体験

12 月 ■探究的学習のまとめと報告会の実施

１年間の学習の流れ

４月

５月
初旬

■全校での「基礎講座」における学習
①全体ガイダンス（Ｂ中総合的な学習の
時間についての説明、各講座内容の説
明）
②講座選択（２講座）
③「研究概論（研究の進め方）講座」「情
報収集活用講座」「Ｂ中地域理解講座」
での学習

５月

２月

■各学年での探究型「学習」
第１学年…地域に学び、地域をよりよく
する探究的学習。地域福祉施設訪問。
第２学年…職業調べ、地域での職場体験
学習。上級学校（高校、大学）訪問。
第３学年…国際理解にかかわる学習。小
学校での英語教師体験。地域貢献学習。

３月 ■全校での年間研究成果報告会の準備と
開催（保護者、関係者・地域住民に公開）
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第3章

事例④　教科の専門性を生かした指導の例

《Ｄ中学校の概要》　

●生徒数 496 人　　●学級規模　各学年５学級　●教職員数 34 人　●学年教師の教科　国語、

　数学、社会、理科、英語、家庭、音楽、保健体育　●学区域の特色　都市部、元城下町

Ｄ中学校は、地方都市にある各学年５学級の中規模校です。城下町であり、江戸時代の史跡、

建造物、祭祀などの無形文化財等が多く残ることから、第３学年では、修学旅行と関連させ、総

合的な学習の時間の内容を、「日本文化や日本人の心について積極的に探究する学習」として、

学年の教師の特性、教科等を生かした指導体制による実践を行いました。

学習の過程では、修学旅行先「京都・奈良方面」についての事前学習や現地学習で探究した内

容と自分の地域での日本文化や伝統を守る方の心の比較等も行い、学びを深化させていきました。

生徒の学習活動

１ 単元についての学年全体ガイダンス (体育館 )

● 単元のねらい、学習課題例、学習活動例、スケジュール等につ
いて学年の担当教師（Ａ、Ｂ）から説明する。

２ 各学級のグループごとに学習テーマの選択

● 各学級にある6つの生活班（1班5人又は6人）が、「地域の伝統芸
能」「地域の生活文化」「地域の言語文化（方言等）」のいずれか
の研究対象を選択する。（各研究対象は2班ずつになる）

３ 小グループごとに研究を実施

● 各学級で小グループごとに研究を実施する。

４ 各学級・学年でグループごとの研究報告会を実施

● 各グループごとに探求した内容について各学級で発表する。また、そ
の中で3グループは学年全体報告会で研究成果を報告する。

５ 各グループが京都等にかかわる学習テーマの検討

● 各グループは、自分の地域について調べた内容と関連付けた研究テーマ
を設定する。例「市域の言語文化」→「京都・奈良の言語文化」

６ グループごとに学校及び現地での研究

● 各グループは、研究テーマと関連させた京都・奈良でのグルー
プ行動スケジュールを立てる。

● 研究テーマにかかわる修学旅行の事前の研究をする。
● 京都・奈良において現地での取材、実地研究を行う。
● 事前研究、現地での研究をまとめる。
● 郷土にかかわる研究結果と京都・奈良にかかわる研究とを比
較研究し、その結果等をプレゼンテーション資料としてまと
める。 

７ 各学級でグループごとの研究報告会を実施

● 各学級でグループごとに探究した内容について発表する。その
際、保護者・地域人材等を招いて報告する。

学年教師Ａ（国語科　副担任）
・本単元のカリキュラム開発・
推進の中心。

・ライフワークとして郷土の方
言を研究。日常的に郷土の言
語についての研究者と交流。

・教科と研究を生かし「言語文化」
グループの指導を担当。

・司書教諭として調べ学習の資
料を公立図書館から集める
他、生徒のレファレンスにも
対応。

学年教師B （社会科　担任）
・学年主任。他学年と活動場所等
の調整。

・教科の専門性を生かし、全グルー
プを巡回して、地理・歴史につ
いての専門的な助言。

・修学旅行担当として、5 以降の
学習を統括。

学年教師Ｃ（家庭科　担任）
・研究主任。研究テーマや新学
習指導要領のねらい、内容と
整合するよう配慮を行う。

・教科の専門性を生かし「生活
文化」グループの指導を担当。

・「学年だより」担当として、学
習成果等をまとめ、掲載。

教師Ｄ（音楽科　専科）
・教科の専門性を生かし「伝統芸
能」グループの指導を担当。
伝統芸能にかかわる地域人材
との連絡・調整。

10月

7月～10月

7月

7月

5月～6月

5月

5月
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（２）実践を支える運営体制

学校の多くの学習活動は、一人一人の教師が個別に行うのではなく、推進組織が立ち上げられ互い

に連携して進められている。特に総合的な学習の時間では、横断的・総合的な学習が展開されるため、

教師の専門性を生かした全教職員の協力による取組が求められる。そのため指導方法や指導内容につ

いて、気軽に相談できる仕組みを位置付けておくことが大切になる。

校長は自分の学校の実態に応じて既存の組織を生かしつつ、新たな発想で運営のための組織を整備

し、生徒の学習活動を学校全体で支える仕組みを校内に整える必要がある。

事例①　小規模校の運営組織の例 Ｅ校は、全校４学級の小規模校です。教
職員数も少ないことから、教師が複数の校
務分掌を担当しなければならない実態があ
りました。
総合的な学習の時間においても、複数の

校務分掌を担当する１人の教師により全学
年の指導計画の作成や外部講師との調整が
行われていて、教師の共同性を高めること
ができませんでした。
本年、新校長が着任し、総合的な学習の

時間については、既存の組織を生かし、全
教師が教科等の専門性を発揮できる指導体
制づくりを進めるとともに、一人一人が計
画、運営についても役割と責任をもつこと
にしました。
このことにより、総合的な学習の時間に

ついても、教師同士が話し合う場面が増え
るとともに、全教師が学年、学級の壁を越
え、それぞれの専門性を生かし行われるよ
うになりました。

●Ｅ校の教師の総合的な学習の時間にかかわる
　分掌内容

事例②　大規模校の運営組織の例 全校 20 学級の大規模校のＦ校では、各学
年により総合的な学習の時間の年間指導計画
や単元指導計画が作られ学習活動が推進され
ていました。
このような実態であるが故に、全体計画と

の整合を意識しないで学習が行われたり、異
学年 ( 生徒・教師 ) と合同した学習等がほと
んど計画されなかったりするなどの課題が見
られました。
このような課題の解決のため、昨年度、コー

ディネーターと各学年担当者等が１ヶ月に１
度、情報交換・協議を行う「総合的な学習の
時間推進委員会」という特設の委員会組織を
立ち上げ、総合的な学習の時間をより共同的
に行えるよう改善しました。

教職員
ａ教頭

ｂ主幹
　教諭
ｃ教諭
ｄ教諭

ｅ教諭

ｆ教諭
ｇ教諭

ｈ教諭

校務分掌

教務主任
 ICT担当
生徒指導主任、担任
1 学年担任、
総合担当
2 学年担任
研究主任
3 学年担任、担当
進路指導主任、
司書教諭
3年担任
養護教諭
保健主任

総合的な学習の時間についての分掌内容
運営体制の整備、校外の支援者、支援団体との
渉外
各種計画の作成と評価、時間割の調整、指導の
分担と調整、情報機器等の整備及び配当
学習活動時の安全確保、小学校との連携の推進
校内の連絡・調整、研修、相談
★総合的な学習の時間コーディネーター
学年内の連絡・調整、研修、相談
研究計画の立案、校内研究実施
学年内の連絡・調整、研修、相談
職業や自己の将来に関する学習にかかわるこ
と、高等学校との連携の推進、必要な図書の整
備、生徒の図書館活用支援
学習活動時の健康管理・健康教育にかかわるこ
と、食育にかかわること



53

第1編 ― 第 3章　今、求められる力を高めるための体制づくり

第3章

Ｆ校「総合的な学習の時間推進委員会」における主な会議内容

Ｆ校「総合的な学習の時間コーディネーター」の具体的な職務内容

●総合的な学習の時間の全体
計画の作成 ( 改善 )

●各学年の年間指導計画・単
元計画の作成 ( 改善 )

およそ１ヶ月に
一度、開催され
ています

●総合的な学習の時間の評価規
準の設定

●評価法 ( ﾎﾟｰﾄﾌｫﾘｵ ､ ﾊﾟﾌｫｰﾏﾝｽ ､
自己・相互評価 ) 等の検討

●縦割り班による学習など異
学年集団による学習のカリ
キュラム開発と実施に向け
た調整

●学校間 ( 近隣中学校、姉妹
校 ) の交流の検討

●校種間 ( 幼稚園、小学校、
高等学校 ) の連携の検討

●教師の指導組織の検討
●情報交換による共通理解
●「通信・広報」の編集
●校内研修の企画

●学習活動に合わせた時間割
の工夫

●各学年の活動場所の調整
●特別活動担当との調整

●保護者説明会の企画
●関係機関との調整
●施設・人材リストの作成、
利用の手引きの作成

●マネジメント・サイクルに
よる自己評価の実施

●評価結果による改善策の検
討

〔指導計画等の作成〕
●全体計画作成の中心となる
●学年の年間・単元指導計画作成
を支援する

・地域や地域人材の実態・特性を知るため地域巡りや地域の人との交
流等を積極的に行った。

・自校の教育課程・校長の経営方針を熟知するよう努力した。
・生徒・教師・保護者等の思いや願いを理解するよう対話に努めた。
・総合的な学習の時間についての理解を一層深めるために関連する研
究会、研修会等に主体的に参加し自己啓発に努めた。

〔教職員の協働の促進と意欲の向上〕
●校内推進組織を運営する
●情報交換を活性化させる
●校内研究との関連を図る

・定期的な情報交換会を企画・実施した。
・学年を越えて協同して実施する学習を提案、実施した。
・各学年の授業の情報を収集し、その取組の良いところを随時、職員
会議等で積極的に伝えた。また、「通信・広報」に記載し発行した。

・若手教師の指導について直接指導助言を行った。（OJTの実施）
・校内研究等を先導した。また、先進事例等を集め随時報告した。

〔保護者、地域、他校、異校種と
　の連携の推進〕
●連絡会を開催する
●授業公開を実施する
●「通信」を発行する

・校門横に保護者・地域向けの掲示板を設置し、写真等による学習状
況の報告や協力要請の呼びかけを掲示した。

・教師がＰＴＡ・地域行事、学校公開に出席するよう働きかけた。
・近隣校の総合的な学習の時間の内容等を自校で定期的に報告した。
・近隣校小学校との共同校内研究会を開催した。近隣校の総合的な学
習の時間にかかわる校内研究会に参加した。

〔指導計画・内容等の評価と改善〕
●活動の成果を検証する
●校内外の評価を実施する

・全生徒のポートフォリオ評価等を実施した。
・国・自治体実施の学力調査・意識調査との関連を分析し、成果と課
題を考察し全教師に紹介した。

・生徒・保護者・地域人材対象の意識調査等を実施した。
・年２回、指導計画等についての自己評価を実施し改善に結び付けた。

委員会は時間割に
位置付け、授業時
間内に実施されて
います

総合的な学習の時間コーディネー
ターが中心となり運営します
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２．校内研修等の充実

総合的な学習の時間を充実させ、その目標を達成する鍵を握るのは、指導する教師のカリキュラム

構想、開発等の力量によるものが大きい。また、総合的な学習の時間は、教師がチームを組んで指導

に当たることによって、生徒の多様な学習活動に対応できることから、教職員全体の指導力向上を図

る必要もある。したがって、すべての学校で年間の職員研修計画の中に、総合的な学習の時間のため

の校内研修を確実に位置付けることが極めて重要になる。

校内研修のねらいや内容は、各学校の職員構成や実践上の課題に応じて適切に定めていくべきもの

であるが、まずは、『中学校学習指導要領解説　総合的な学習の時間編』を参考に総合的な学習の時

間の趣旨や内容等についての理解を教

職員全体で確かにする必要がある。

また、具体的な研修計画を決定する

場合は、できる限り実践を進める教師

の希望や必要感を生かした方法、内容

等を選択する必要がある。

授業研究では、生徒が学習に取り組

む姿を通して教師の指導について評価

し、指導力の向上を図ることが必要で

ある。また、総合的な学習の時間の授

業を教師が互いに参観できるような工

夫をすることにより、教師同士が学び

合える職場風土が生まれたり、日常の

授業を通したOJTに発展していったり

する可能性がある。

総合的な学習の時間の校内研　〔修内容・方法例〕
●　校内研修の内容例
　 　総合的な学習の時間の目標、内容、育てようとする
資質や能力及び態度の設定について

　 　総合的な学習の時間の教育課程における位置付けや
各教科、道徳、特別活動との関連について

　 　全体計画、年間指導計画、単元計画の作成・見直し
及び評価について

　 　教材開発の在り方や地域素材の生かし方について
　 　総合的な学習の時間のためのＩＣＴの活用について
など

●校内研修の方法例
《校内での研修例》
　 　グループ研修：指導計画作成や教材作りの演習、テー
マに基づくワークショップなど　

　 　全体研修：視察報告会、講師を招いての講義など　
《校外での研修例》　
　 　実地体験研修：生徒の体験活動の臨地研修とその評
価など

　 　教材収集研修：地域の諸事象の観察や調査など
　　「中学校学習指導要領解説　総合的な学習の時間編より」

総合的な学習の時間を充実させるために
は、指導計画を策定し、運用する力が必要
となります。また、実践に伴って次々と生
まれる諸課題を解決する力や地域人材等と
調整する力も必要になります。
このことから、日常において総合的な学

習の時間の改善努力を行うこと自体がOJT
であり、教師としての専門性が磨かれます。
ある自治体では、総合的な学習の時間のカ
リキュラムづくりを小・中学校の若手教師
のセンター研修テーマとして、教師として
の専門性の向上を図っています。

総合的な学習の時間を進める中で教師が育つ
―OJTの中で高められる教師としての専門性―

OJT「On The Job Training」とは
「日常的な職務を通して、必要な知識、技能、意欲等を

意図的、計画的、継続的に高めていく取組（人材育成）」

総合的な学習時間の計画・実施、評価の中で高まる専門性

計画・準備段階で高められる専門性
指導計画を作成する力、授業（学習活動）を構想する力
学習指導要領及び学習指導要領解説についての理解
生徒、地域等について、分析する力、実態把握をする力
自校教師、他校教師や地域人材との交渉力、調整力 等

事後評価段階で高められる専門性
評価規準に照らして生徒の達成状況を評価できる力
指導計画等の課題を見いだす力、活動の成果を見出せる力
指導計画、授業（学習活動）を改善する力 等

学習実施段階で高められる専門性
生徒の興味を引き出し、個に応じた指導をする力
話合い活動など集団による学習を支援・統制する力
学習状況を的確に把握し、授業を進める力、評価する力
生徒の思いや願いを理解する力
他教師、外部人材と協同して指導する力 等
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